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いやり方に反発するものもいるという具合
いである。それに大抵の方が体験されてい
ることと思うが、同じテキストを使っても、
学部により組によりかなり反応が違う。以
上、随分生意気なことも書いてきたが、教
養の語学が演習であり、内容鑑賞に受験英
語とは違う面を出そうとしても主力をどこ
までも読解力増進におく限り、亦、学生か
らの質問が少なく活気もないクラスがある
以上、ともすれば従来の訳読式授業に流れ
がちなのが、正直、現状である。ともか
く、これが、現体制の中で、大学の一般教
養の英語に関わりをもつものの一人とし
て、受験英語とは違った教養らしき英語の
授業をしたいという、ささやかな願いとさ
さやかな実践の記録である。つたない体験
をここに発表して大方の御批判をあおぎ、
以って今後のいましめとしたい。
ている。採点は、和訳が大体75点、論評が
25点というのが従来とってきたやり方であ
る。この事は学期の始めにいっておき、そ
れを念頭においた上で作品を読む。書かれ
た論評を元に話し合える機会があればもつ
とよいと思うが、試験が終れば教室で会う
機会もないので現在のところそれっきりに
なっている。学生の成績は、当然のことな
がら、和訳はできるが論評のおそまつなも
の、亦逆に和訳はさほどでなくても日頃の
読書量をしのばせる鋭い論評を書くもの等
様々である。まして反応となるともっと変
化にとんでいる。別に一般教養の英語に対
する学生の反応に限ったことではないと思
うが、従来のやり方（受験英語）に反し、
新しいやり方（内容の鑑賞に重点をおいた
英語）に積極的な関心を示すものもいれば、
反発していながら従来のやり方との違いに
とまどうものもいれば、かえって逆に新し
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供していると云う事実は否定出来ぬにせ
よ、他面では学生が授業に新鮮な興味を持
つ上での妨げともなりかねない。そもそも
語学の勉強などと云うものはやたらと面白
いものではあり得ないのだが、それでも矢
張り少しでも面白い方が良いに決ってい
る。そこで学生達が今迄行ってきたのとは
多少なりとも異った勉強の方法を教えてや
らねばならぬのであり、もしそれによって
教養部で英語を教える場合、他の外国語
と異るのは、学生達が既に英語に関する知
識をある程度まで身につけているという点
である。彼等の英語能力には個人差がある
し、又決して満足すべきものであるとは言
えぬにしても、「ある程度」の蓄積が存在
する訳であり、これが教養英語の前提をな
していると思われる。ところで、その前提
が実際の授業の内容を充実させる基礎を提
－１６－ 
学生が以前とは違った目で英語を見るよう
になってくれるならば、教養部における英
語教官の責任を「ある程度」果せるのでは
ないかと思う。が、語学の学習は語彙なり
文法規則なりを一つ一つ内面化して行く過
程でしかないのであり、その様な作業を超
えたところに何か別の高い次元が存在する
訳のものではない。従って語学の授業に強
い関心を不断に維持させようとするのは容
易な事ではないのである。しかもそれは講
読形式の授業においては特にそうであろ
う。「こんな授業を聞く為に大学へ来たの
ではない。高校でやる事とどこが違うの
か」と思う学生も数多く存在すると推測し
て差支えない。教官の意図がどの様なもの
であれ、結果として学生が退屈以外の何物
も感じないとすれば、その授業は失敗であ
ると言わざるを得ないのではないか。学生
の「やる気のなさ」を責めていただけでは
道はひらけてこない。教官の努力だけで全
てが解決すると言うつもりはないが、その
責任は決して小さくない。
＊ 
教養部で講読形式の授業を行うとすれ}ｺﾞ、
textの選択が授業内容を大きく左右する
であろう。つまらぬｔｅｘｔを使用して面白
い授業を行う事は不可能である。教官及び
全ての学生が等しく強い関心を持っている
教材を選べと言っているのではない。それ
は確かに望ましい事ではあるけれども実際
上不可能であるし、又不可欠な条件でもな
い。述べられている事柄が何であれ、それ
について理解を深めて行くprocessが重
要なのであり、その様な突込んだ理解を受
け取めるだけの質をもったものでなければ
ならぬと云う事なのである。従って、教養
英語においては内容の理解に重きを置くべ
きであると主張するにしても、それはその
内容それ自体「について」の授業を行う事
を意味しているのではない。その様な事を
すれば、外国語の授業と云う枠を余りにも
大きく逸脱することになってしまう。教官
の仕事は、学生が「言葉」を手がかりとし
て内容の理解を深めて行くprocessを「語
学的に」手助けすることに尽きる。従って
textは読む者の知力を挑発するに足る
「深み」をそなえている事が必要なのであ
り、そしてそれだけで充分なのである。又、
教官が文学・歴史・哲学・自然科学等に関
する一定の見識を所有しているのは望まし
い事であるが、しかし英語の授業はその見
識を披瀝する場ではない。要するに、ｔｅｘｔ
に書かれている事を読み取る技術を教える
のが教官の役割なのであり、その為には教
官自身がｔｅｘｔを納得のゆくまで繰返し読
む事が何よりも肝心である。
＊ 
で|ま具体的1と実際の授業で一体何をする
のかと言えば、個々の単語あるいは文が全
体の枠組の中でいかなる役割を担わされて
いるかを徹底的に認識させるのである。学
生はともすれば目の前にある単語なり文な
りを孤立的に捉えて理解しようとし、機械
的な和訳で事足れりとする傾向が著しい。
そこで、何ゆえに特定の単語あるいは特定
の文が他ならぬその部分に存在するのかに
ついての自覚を持たせる事がどうしても必
要となる。言い換えれば、それぞれの表現
をcontextの中で捉える訓練を授業の眼
目とするのである。絶えずcontextを意識
しながらｔｅｘｔを読むと云う作業は、個々
の成分を全体の枠組によって照らし出しな
がら理解する事を意味するのであるから、
必然的に全体の骨格を抽出する努力を伴い、
従って長文を要約する能力をもあわせて訓
練する事が可能となる。
＊ 
およそ以上の様t』:もくろみで、１年前期
の学生にＥ、Ｈ・Ｃａｒｒの“U)q/i｢"ｊｓﾉbed
彫りｏＭｊｏ"”を読ませてみたのだが、そこ
－１７－ 
で気づいた事を以下に羅列させていただ
く。
《）指示代名詞あるいは指示副詞等が示
すところのものを正しく把握することは
contextを云々する以前の問題であるとも
言えるのだが、それが満足に出来るとは言
い難いのである。「この点において｣"here”
とか「このように」“thus”とか、多少と
も内容に深く関わる場合にはその困難さは
一層増大する。
（ﾛ）“also"，“even”等の如く、先行す
る語句あるいは陳述と照らし合せるのでな
ければ理解出来ない言葉の場合でも、漫然
と和訳するだけで満足し、それ以上の疑問
を持とうとしないのが大抵である。それ等
の言葉は、著者が様々な概念をいかなる相
関関係で把握しているかを知る手掛りとな
るのであるから決して軽視させてはならな
い。
（ノリ例えば、“theRussianrevolution”
と云う言葉を受けて``therevolution，飯と
書いてあれば、それは革命一般ではなく特
にロシア革命を意味しているのだが、この
様な照応関係にも無頓着である者が多い。
もう少し一般化して言うならば、同じ事柄
について述べている異った表現間のiden-
tificationが余りうまく出来ないのであ
る。
自著者が自分の考えを展開してゆく際
に、意識的に反対語を並置して論旨を明確
化しようとする場合がしばしばある。この
様な時、学生はそれ等の単語が互いに反対
語である事を知識としては知っているかも
しれぬが、論の進行の中でそれ等が負わさ
れている役割をはっきり自覚しているとは
限らない。又一方の単語しかexPlicitに
は表現されていない場合もあるので、その
単語に対応する反対概念について語られて
いる部分を指摘させるのも必要な事であ
る。
㈱本文中に出現する引用文はその時々
に従って様々な役目を担わされているのだ
が、この点についてその都度学生に説明さ
せるとよい。引用文はそれ自体のcontext
から抽出されて本文の中に埋め込まれてい
るのであるから、ややもすると本文中にお
ける機能を理解するのが容易ではない。時
には著者の引用が適切であるかどうか疑わ
しい場合もあるので学生にそれを批判させ
てみるのも面白い。
㈹著者が第三者の見解を引用によらず
他の文の中で祖述する事がある。どれが第
三者の見解であり、どれが著者自身の意見
であるか指摘させねばならない。これは、
既に著者独自の考え方をかなり理解してい
ないと困難である時もあるのであり、内容
把握の程度を試す－つの方法ともなる。
（Ｄ文と文とをつなぐ接続詞は文章全体
の構造を明らかにする上で重要な手掛かり
を与えてくれるのであり、それに多くの注
意を払う事により、著者の思考の流れを明
確に意識出来る。特に、衝but”等逆説の接
続詞が文中に出現したならばその都度、何
ゆえにその接続詞が使用されているのか説
明させるのがよい。－見極めて明白である
と思われる場合でも、学生が常に正しい理
解を得ているとは限らない。時として、そ
れに先立つ数ページの記述を受けて使用さ
れる場合もあるのであり、要旨把握の良い
訓練となる。
㈹“consequently""necessarily""evi-
dently”“paradoxically”等の単語につい
ても同じ様な事が言えるのであり、「何ゆ
えにnecessarilyと言い得るのか」等と質
問することにより、学生が理解している内
容を自分の言葉で表現する機会を与えてや
ることが出来る。“paradoxically”の場合、
そもそもparadoxとは何であるかを理解
し、かつ著者がどの様な状況をparadoxi-
calなものとして認識しているのかを説明
－１８－ 
するのは、学生の能力の限界に近い事柄で
あろう。
＊ 
英語の授業のねらいをどこ|と置くかは極
めてむずかしい問題であるし、そのねらい
を一回ごとの授業で実現してゆくのはさら
に困難である。わずか半年ほどの経験に基
いて若干反省を述べさせていただいたので
あるが、何か御批判を賜ることが出来るな
らば幸いである。（1972.10.31）
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ProfessorHiroshiMiyajioftheUniversityofPennsylvaniarecentlypaida 
visitherewiththeexpressedintentionofdeepeningandenrichingtherelationship 
betweenKindaiandPenn・Amonghisotheractivitiesheparticipatedinaround-
tablediscusssionwithstudentswhoareinterestedinstudyingabroadSinceProfessor 
MiyajihasreceivedaPh・DfromStanfOrdandlivedinTheUnitedStatesfOr
fifteenyears,ｈｅｉｓｉｎａｎｅｘｃｅｌｌｅｎｔｐｏｓｉｔｉｏｎｔｏａｄｖiseJapanesestudentsaboutthe 
opportunitiesandproblemstheywillfacewhilestudyinginafOreigncountry、He
particularlystressedtheneedfoｒstrengthandconfidenceinFnglishａｓｂｅｉｎｇａ 
ｋｅｙｆａｃｔｏｒｉｎｔｈｅｓｕｃｃｅｓｓｏrfailureofastudent・
A1thoughhewasfluentinconversationandreadEnglishwitheasewhenhe 
wenttoTheUnitedStates，hehadtwomajordifficultiesinthefirsttwoyears 
ofhisstudyatStanfOrdOnｅｏｆｔｈｅｓｅｗａｓｔａｋｉｎｇｎｏｔｅｓｉｎｃｌａss、Hesaidthatoften，
uponreturningtohisroom，ｈｅｗａｓｕｎａｂｌｅｔｏｒｅａｄｔｈｅｎｏｔｅｓｗｈｉｃｈhehimselfhad 
written･ＩｔｔｏｏｋｈｉｍａｂｏｕｔｔｗｏｙｅａｒｓｔｏｄｅｖｅｌｏpenoughspeedinwritingEnglish 
tobeabletotakeadequatenotes、Similarly，becauseoftimelimits，heneeded
speedinwritingEnglishtoexpresshimselfi、examinations・
TheseconddifficultyhehadwasEnglishcomposition・Sinceforeachclass
inTheUnitedStatesthestudentsareexpectedtoproduceamajorpaper,composition 
isanextensivepartofastudent'sworkProfessorMiyajiwasfortunatetomeet 
aninstructorwhowaswillingtogivehimweekly，individualattentionfora 
－１９－ 
